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凡例




これは「改造」第十二卷第九號（昭和五年九月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに脱字と思われる箇所は〔　〕内に補いました。








待合室風景

吉行エイスケ







　罷業ひげふ狀態じやうたいにはいつてから三日か目めの朝あさだ。江東かうとうの勞働らうどう者しやと、昨夜さくやの厚あつ化粧げしやうの斑點はんてんを首くびに卷まきつけた日本にほん髷まげの女をんなの集散しふさん場ぢやうであるべきはづの手垢てあかのついた待合室まちあひしつに、今朝けさは白しろい警官けいくわん服ふくが、腐敗ふはいした鎻くさりに白しろいペンキをかけたやうにつづくのだ。さながら亂戰らんせんのあとのやうに、ビラと威嚇ゐかくする金屬きんぞくの音おとがかちあつて、下降かかうしたアスフアルトのプラツトホームに隊列たいれつが從行じうかうしてゐる。ここが京成けいせい電車でんしや、押上おしあげ驛えきの淺黃あさぎの待合室まちあひしつだ。

　その、白しろペンキの鎻くさりに包圍はうゐされて、昨夜さくやから會社くわいしや側がはへ罐詰くわんづめにされた灰色はひいろの凝聚ぎようしゆ力りよくを失うしなつた從業じゅうげふ員ゐんが、產婦人科さんふじんくわの粉飾ふんしよくされた看板かんばんの下したの從業じゅうげふ員ゐんだまりに窶やつれた集團しふだんをつくつてゐる。こいつらは既すでに旺盛わうせいな活動くわつどう力りよくを失うしなつたルンペンプロレタリアだ。電流でんりうの纜ともづなが切斷せつだんされる少すこしまへになると、英語えいごが縷斗菜おだまきのやうに點々てん〳〵と染そめられた沿衣ゆかたをきて、長靴ながぐつをはいた職人しよくにん風ふうの男をとこがやつてくる。曉あかつきのなかに子供こどもを脊負せおつた男をとこ。

　海岸かいがん行ゆきの行商ぎやうしやう人にん。蒼白あをじろい女工ぢよこうの列れつ、不ぶ器量きりやうだが女をんなの汚濁をだくの香かを武器ぶきとする昨夜さくやの女をんな。彼かれ等らは右みぎ側がはの灰色はひいろの壁かべにそつた赤あかい食慾しよくよくの陳列ちんれつ棚だなの硝子がらすの底そこで崩くづれた、腐敗ふはいしてしまつた献立こんだてのまへを苦痛くつうを感かんじながら通とほり過すぎると、改札かいさつ口ぐちからアスフアルトのプラツト・ホームに下降かかうして行いくのだ。最初さいしよの、罷業ひげふにおけるコンビネイシヨンが破やぶられたけたたましい電鈴でんれいが鳴なる。初發しよはつの最終さいしうの客きやく、靑あを服ふくの彎わん脚きやくの男をとこを封鎖ふうさすると、朝刊てうかんに旗鼓きこ堂々だう〳〵たる海神かいしんの爭議さうぎ團だん本部ほんぶと書かかれた本據ほんきよにむかつて、科學くわがく的てきなブルジヨワジイの攻擊こうげきを滿載まんさいして車體しやたいが動搖どうえうした。

　待合まちあひ室しつに座すわつてゐる私わたしの背後はいごから、不潔ふけつ物ぶつを越こえて太陽たいやうの光線くわうせんが場内ぢやうないの汚よごれた足跡あしあとに殘のこされた暗影あんえいをぬぐひとる。作戰さくせんと作戰さくせんの夜よがまつたく明あけて、江東かうとうの工場こうぢやう地帶ちたいの音韻おんゐんが裏街うらまちの細ほそい露地ろぢをつたつて律動りつどうをここまでつたへる。東京とうきやう勞働らうどう交通かうつう組合くみあひの靑あを服ふくの男をとくが突如とつじよここにあらはれる。この電鐵でんてつ會社くわいしやは例れいの市し疑獄ぎごくで巷間こうかんを騷さわがした札ふだつきの社長しやちやうの勢力せいりよく下かにあるのだ。だが、勞働らうどう者しやと農民のうみんがお客きやくのこの會社くわいしやのサービスは一見けん善良ぜんりやうだ。乃すなはち料金れうきんを値ね下さげしたが、從業じうげふ員ゐんの給料きふれうを合理がふり化くわの名目めいもくによつて低下ていかした。津田沼つだぬまへは改札かいさつ口ぐちにエロチツクな改札かいさつ口ぐちを置おいたが、同時どうじに解雇かいこされた改札かいさつ人にんの給金きふきんの半額はんがくをもつてエロチシズムを支配しはいすることができた。その他た。

　しかし、靑あを服ふくの男をとこはそのとき喊聲かんせいを聞きいた。だがそれはホームに到着たうちやくした鮨詰すしづめの車體しやたいから吐はき出だされる群集ぐんしふのざわめきだ。その一群ぐんが洪水こうずゐのやうにアスフアルトの發着はつちやく場ぢやうから待合まちあひ室しつに殺到さつたうしてくる。彼等かれらは玉たまノ井ゐの魔窟まくつからやつてきた。長浦ながうらの貧民ひんみん長屋ながやからやつてきた。向島むかふじまの汚濁をだくと貧窮ひんきうと飢餓きがをたへしのんでやつてきた。曳舟ひきぶねから乘のりこんだ勞働らうどう者しやのために身み動うごきもしないで——彼等かれらは何處どこへ行ゆくか？

　職業しよくげふ紹介せうかい所しよをめがけて先さきを爭あらそふ失業しつげふ者しや、富川とみかは町ちやうへ行ゆく自由じいう勞働らうどう者しや達たち、龜戶かめゐ〔ど〕の工場こうぢやう地帶ちたいへ河かはぞひに行ゆく熟練じゆくれん工こうの群むれ、會社くわいしや勤つとめの給仕きふじ女をんなたちが、待合まちあひ室しつの鏡かゞみのまへで營養えいやう不良ふりやうの蒼あをい顏かほに紅べにをさしてゐる。彼等かれらは普請ふしん場ばへ工事こうじ場ばへ、河底かはぞこへ、勞働らうどう者しや街がいに近代きんだいの蠱惑こわく的てきなサービス・ガール、彼女かのぢよたちはトラツクの荒あらくれ男をとこを相手あひてにするがためにガソリン供給きようきふ所しよへ。そして、瞬間しゆんかん、ふたゝび場内ぢやうないに靜寂せいじやくがおとづれる。待合まちあひ室しつにある賣店ばいてんに集積しふせきされたニユースを取卷とりまいた人々ひと〴〵が、會社くわいしや側がはが從業じうげふ員ゐんにたいして高壓かうあつ手段しゆだんに出でたこと、そのために昨夜さくやのうちに裏切うらぎり者ものが續出ぞくしゆつしたことについて話はなしつゞけてゐる。靑あを服ふくの男をとこは私わたしの側そばに腰こしを下おろすと獨言ひとりごとのやうに言いつた。

　——ストライキは、おれたちにとつて、古ふるい戰術せんじゆつになつてしまつた。

　そして彼かれはふたたび噪さわがしくなりかけた場内ぢやうないから立たち去さつて行ゆく男をとこ親おやに抱いだかれた赤兒あかごの泣聲なきごゑを背後はいごに浴あびながら……。




　新宿しんじゆく驛えき——こゝはウルトラ・モダンの娘むすめさんが、場末ばずゑのネオンサイン戀こひしくて、日夜にちや地圖ちづを步あゆむやうに二等とう待合まちあひ室しつから、戀愛れんあい告知こくち板ばん、三等とう待合まちあひ室しつの入口いりぐちを埋うづめる。ここで下車げしやしたわれわれはまづこの華麗くわれいな凱旋門がいせんもんをくぐらなければならない。すると斷髮だんぱつ女をんなにはセーラヅボンの優男やさをとこが、洋裝やうさう肥滿ひまんの未亡人みばうじんには洋服やうふく代だいを稼かせぐつもりだらう、若わかいサラリーマンが。厚あつ化粧げしやうの女給ぢよきふはそこいらの課長くわちやう級きふと自稱じしようする中年ちうねんの男をとこを待まつてゐる。紫むらさきの袴はかまに手てを入いれた女學生ぢよがくせいは、學校がくかう當局たうきよくにたいしてストライキを決行けつかうする勇敢ゆうかんなエロ・ボーイに可憐かれんな瞳ひとみをおくる。彼等かれらは待合まちあひ室しつに架かけられた特別とくべつ車しやのポスターを指ゆびさして、その化粧けしやう室しつ、マホガニーの卓子、それをとりまく廻轉くわいてん椅子いす、そして展望てんばう車しやの豪奢がうしやに見惚みとれる。やがて彼等かれらは空想くうさうの裡うちに、彼等かれらの婚禮こんれい車しやを夢ゆめみる。だが甘あまい空想くうさうも瞬間しゆんかんにはラウド・スピーカーのうなり聲こゑに破壊はくわいされる。しかし二等とう室しつの人々ひと〴〵はインスピレエシヨンの負債ふさいでも感かんじたのか、改札かいさつ口ぐちには行ゆかないで吐切とぎれ、吐切とぎれの時計とけいの分ふん秒べうを睨にらんだまま立去たちさらうとはしない。ここは剃そり立たての、愛情あいじやうの取引とりひき所しよだ。しかし、ここまでは諸君しよくんの、もとより百見けんの情景じやうけいだ。

　午後ごご六時じ二十六分ふんの韮崎にらざき行ゆきが發車はつしやして三等とう待合まちあひ室しつは閑散かんさんとしてゐた。鋼鐵かうてつのやうな固かたい意志いしと、彼女かのぢよを象徵しようちようするラウド・スピーカーが沈默ちんもくしてしまうと、私わたしはすでに廢墟はいきよのやうになつた、近ちかく新館しんくわん落成らくせいとともに千人にん風呂ぶろになるといふ三越こしの建物たてものを背負せおつて、廣場ひろばのオルゴンガスとネオンガスの反映はんえいと、場末ばずゑの盛場さかりばの騷音さうおんに都會とくわい人じんらしい快感くわいかんを衝つけて靑あをい苔こけの生はえた椅子いすに座すわつてゐた。ここで私わたしは情婦じやうふのレビユー女優ぢよいうの幕間まくまを利用りようして別わかれ話ばなしをするつもりだ。もし附近ふきんのホテルで彼女かのぢよと會あへばふたたび戀こひの團欒だんらんを自然しぜんは要求えうきうするかも知しれぬ。この街まちのメインストリートの狂燥きやうさうさのなかでは個人こじんのプラトニツクな生理せいり的てき現象げんしようをみたすわけに行ゆかない。この空胴くうどうは東洋とうやう一の乘降じようかう客きやくが室外しつぐわいの切符きつぷ賣場うりばから改札かいさつ口ぐちへ、人波ひとなみは犇ひしいてゐるにもかかはらず、私わたしの眼前がんぜんにはスカートの短みじかい支那しなの女をんなが恐おそらく、彼女かのぢよの同胞どうはうを待まつてゐるのであらう、玲瓏れいろうたるものがあるのみ。その隣となりに腰こしかけた三十前後ぜんごの厚あつ化粧げしやうの女をんなは、バスケツトのなかから化粧けしやう道具だうぐを取とり出だすと縞しまになつた溝地こうぢをグロテスクに裝飾さうしよくしてゐたが、彼女かのぢよは附近ふきんにねころんだ勞働らうどう者しや風ふうの男をとこに近ちかづくと、冥想めいさうから覺さめたやうにどん底ぞこの男女だんぢよが囁さゝやいた。——おまい銀玉ぎんだま一個こと、旭街あさひまちの木賃宿きちんやどの部屋へや代だいがあるかい、そいつあ豪勢がうせい、妾わたしについておいでよ。明日あすになつたら親方おやかたにたのんでよ、妾わたしは龜戶かめゐどでも身みを沈しづめやうさ。そのときは、おまいのやうな色男いろをとこを見棄みすてる妾わたしではないさ。そこで妾わたしのつきものにおまいなつておくれ、どう？　まさか嫌いやとは云いふまいね。

　このあぶれた勞働らうどう者しやに話はなしかける女をんなについて私わたしは知しつてゐる。もと十二社しやで商賣しやうばいしてゐたが新宿しんじゆくが殷盛ゐんせいになるとともに街頭がいとうに出でてきた女をんな、この街まちの經濟けいざい狀態じやうたいが膨脹ばうちやうし、驛えきの乘降じようかう客きやくが增加ぞうかするごとに彼女かのぢよの預金よきん帳ちやうの重量ぢゆうりやうが加くははつて行いつた。三等とう待合まちあひ室しつと旭街あさひまちの貧民ひんみん窟くつと十二社しやを巢窟さうくつにした地獄ぢごくを糞くそで汚けがす種類しゆるゐの都會とくわいの新しん景物けいぶつだ。そのとき、屍しかばねのやうに長なが椅子いすに蹲うづくまつてゐた勞働らうどう者しやがむくむく起おきあがつた。まづ、これで萬事ばんじは解決かいけつだ。もつとも、レビユー女優ぢよいうの、素足すあしにアンクル・サツクスをはいた脚線きやくせん美び時代じだいのやつてくるまでの話はなし…………背後はいごではジヤヅの音樂おんがくが悲鳴ひめいをあげてゐる。




　東京とうきやう驛えき——三等とう待合まちあひ室しつにソーダ・フアウンテンができた。ウーロン・テイが一杯ぱい五錢せんだ。或ある人々ひと〴〵はここをプロレタリアの寢室しんしつだといふ、ラウンド・スピーカーをみていつも群集ぐんしふが二ふたつに割われる。私わたしは足あしもとに落おちてゐた小型こがたの財布さいふを拾ひろつた。白銅はくどう貨くわ四個こに銅貨どうくわがいくらかと三島しまの宿屋やどやの勘定かんぢやう書がきが一枚まい。掏摸すりにご用心ようじん。一、二等とう婦人ふじん待合まちあひ室しつ、男子だんし覗のぞくべからず。その隣となりの一、二等とう待合まちあひ室しつはプチ・ブルが赤あか切符きつぷでゐるところと相場さうばがきまつてしまつた。正面しやうめんのスクリーンに廣告くわうこく映畫えいぐわが映うつる。

　その他た、櫻田さくらだ本鄕ほんがう町ちやうの飛行ひかう館くわん。大阪おほさか、福岡ふくをか、大連たいれん方面はうめん行ゆきの乘客じようきやくの待合まちあひ室しつについて書かくつもりだつたがすでに紙數しすうを超過てうくわした。
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